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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

原
案
の
と
お
り
可
決

12
月
定
例
会

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

年末の挨拶をする松永議長

　

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
（
県
と

８
市
８
町
で
構
成
）
の
議
会
議
員

に
、
次
の
２
名
の
議
員
が
指
名
推
選

に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

横
田　

隼
人　
　

内
田　

俊
英

　
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
１

日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
21
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
ま
ず
、
請
願
第
８
号
「
待

機
児
童
解
消
、
保
育
士
等
の
処
遇
改

善
の
た
め
の
財
源
確
保
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
」
を

教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
し
、
続
い

て
議
案
第
78
号
か
ら
第
96
号
ま
で
を

一
括
議
題
と
し
、
市
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
香

川
県
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
の

選
挙
を
行
っ
た
後
、
行
財
政
改
革
特

別
委
員
長
よ
り
審
査
の
中
間
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
４

名
が
質
疑
を
行
っ
た
後
、
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
６
〜
８
日
、
11
日
は
17
名
が
一
般

質
問
に
立
ち
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。
　

　
常
任
委
員
会
は
12
日
に
教
育
民
生

と
都
市
経
済
、
13
日
に
生
活
環
境
と

総
務
委
員
会
が
開
か
れ
、
議
案
と
請

願
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
21
日
の
最
終
日
は
、
各
常
任
委
員

会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
と
請
願
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か

ら
議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
、
請
願

は
採
択
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
名
が
請
願
に
反
対
、
１
名
が
請

願
に
賛
成
す
る
討
論
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
議
案
と
請
願
を
分
離
し
て

採
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
後
、
請
願

に
つ
い
て
起
立
に
よ
る
採
決
を
行
い
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
次
に
議
案
第
97
号
か
ら
第
１
０
４

号
が
提
案
さ
れ
、
１
名
が
議
案
第
97

号
ほ
か
２
議
案
に
つ
い
て
反
対
の
討

論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
の
あ
っ
た

３
議
案
を
分
離
し
て
起
立
に
よ
る
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
残
る
５
議
案
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
議
員
提
出
議
案
第
３
号
「
政

務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
意
見
書
案
２
件
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
意
見
書
案
第
１
号

「
衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て

１
名
が
反
対
討
論
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。
意
見
書
案
第
２
号
は
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
員
派
遣
第
３
号
を
可
決

し
た
後
、
議
長
、
市
長
の
年
末
の
挨

拶
が
あ
り
、
今
期
定
例
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
の
選
挙

①
衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

市
内
で
２
つ
に
分
割
さ
れ
て

い
る
衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割

り
の
見
直
し
を
求
め
る

（
提
出
先
）　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

②
道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書

　
国
に
お
い
て
長
期
的
か
つ
安
定

的
な
道
路
関
係
予
算
の
総
額
確
保

を
行
い
、
本
年
度
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
道
路
財
特
法
の
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣　
財
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣　
内
閣
官
房
長
官

意
見
書
２
件
可
決



 




















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質
疑
・
討
論

　

 

大
西
議
員　

地
域
商
社
事
業
の
目

的
、
内
容
な
ど
の
説
明
を
求
め
る
。

　

産
業
文
化
部
長　

地
域
の
魅
力
あ

る
産
品
の
販
路
を
開
拓
し
、
地
域
の

稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
全
国
各
地
で
実
施
事
例

が
あ
る
。

　

本
市
で
は
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
静
岡
県
西
伊
豆
町
と
共
同
で
、

首
都
圏
及
び
海
外
へ
の
商
流
の
確
立

を
行
い
た
い
。

質
疑
質
疑
質
疑

４
名
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

地
方
創
生
推
進
地
域
商
社
事
業
費

Ａ Ｑ

　

 

神
田
議
員　

丸
亀
駅
北
側
な
ど
は

放
置
禁
止
区
域
の
境
界
が
わ
か
り
に

く
く
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

放
置
禁
止
区
域

を
表
示
し
た
看
板
の
設
置
や
分
か
り

や
す
い
地
図
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
、
通
勤
・
通
学
客
な
ど
駅
利
用
者

へ
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
で
周
知
を
行

い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
減
ら
せ
る

よ
う
努
め
る
。

自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

Ａ Ｑ

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

（
市
民
会
館
解
体
工
事
）

　

 

中
谷
議
員　

当
初
予
算
と
ど
の
程

度
の
違
い
が
あ
っ
て
の
補
正
か
。
ま

た
、
地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行
の
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

健
康
福
祉
部
長　

介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
は
見
込
み
を
超
え
て
前

年
の
10
％
強
の
伸
び
、
一
方
の
地
域

支
援
事
業
費
は
見
込
み
額
の
75
％
程

度
と
推
定
さ
れ
、
減
額
と
な
っ
た
。

総
合
事
業
へ
の
移
行
は
問
題
な
く
行

え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

総
合
事
業
へ
の
移
行
の
現
状

Ａ Ｑ

　

 

国
方
議
員　

解
体
工
事
に
な
ぜ
追

加
金
額
が
発
生
す
る
の
か
。
積
算
ミ

ス
で
は
な
い
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

解
体
工
事
の
設

計
は
市
民
会
館
開
館
中
の
作
業
で
あ

っ
た
た
め
、
十
分
な
調
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
解
体
作
業
中

に
発
見
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
や
閉
館

後
の
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ

Ｂ
の
処
分
な
ど
に
追
加
費
用
が
発
生

す
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ Ｑ
議
案
に
対
す
る

理
由　

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
特
別

職
や
議
員
の
期
末
手
当
は
人
事
院
勧

告
に
準
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
報
酬

を
据
え
置
き
と
し
た
前
回
の
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
て

決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

※ 

　

※

意
見
書
案
第
１
号　

衆
議
院
小
選
挙

区
の
区
割
り
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書

議
案
第
97
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

議
案
第
１
０
２
号　

市
長
等
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正議
案
第
１
０
４
号　

議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

理
由　

意
見
書
は
現
行
の
小
選
挙
区

制
を
前
提
と
し
た
区
割
り
の
見
直
し

を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
数
合
わ

せ
に
過
ぎ
ず
、
選
挙
民
の
意
見
を
反

映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

加
藤　

正
員

議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。

請
願
審
査
結
果

請
願
審
査
結
果

討
論
討
論

待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
等
の
処
遇

改
善
の
た
め
の
財
源
確
保
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　

香
川
保
育
問
題
連
絡
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

中
田　

耕
次

理
由　

政
府
は
保
育
士
の
待
遇
改
善

な
ど
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
施

策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
あ

え
て
地
方
議
会
か
ら
意
見
書
を
発
信

す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

山
本　

直
久

理
由　

増
加
す
る
私
的
待
機
児
童
の

解
消
の
た
め
、
本
市
も
保
育
士
確
保

の
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

が
限
界
は
あ
る
。
国
に
財
源
確
保
を

強
く
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
前
号
68
号
の
常
任
委
員
会
視
察
に

関
す
る
記
事
に
誤
記
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

訂
正
箇
所　

15
ペ
ー
ジ
上
段

　

教
育
民
生
委
員
会
本
文
４
行
目

　

（
誤
）
強
化
、
学
級
活
動
等
で
の

　

（
正
）
教
科
、
学
級
活
動
等
で
の

《
賛
成
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

訂
正

　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

《
審
査
結
果
》
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委
員
会
審
査

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど

　
　
　各
常
任
委
員
会
で
原
案
承
認

　
本
会
議
で
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
と
請
願

は
、
12
日
に
教
育
民
生
と
都
市
経
済
、
13
日
に
生
活
環
境

と
総
務
委
員
会
が
開
か
れ
、
市
長
や
副
市
長
、
担
当
部
課

長
な
ど
が
出
席
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
・
討
論
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
審
査

教
育
民
生
委
員
会

都
市
経
済
委
員
会

総
務
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

　 

委
員　

売
り
上
げ
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
に
予
算
の
補
正
を
行
う

が
、
予
算
編
成
時
に
売
り
上
げ
予
測

は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

他
場
の

ナ
イ
タ
ー
参
入
な
ど
に
よ
り
、
昨
年

度
の
３
割
程
度
の
減
収
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
業
界
全
体
の
売
上
げ
が
伸

び
、
他
場
の
ナ
イ
タ
ー
参
入
の
影
響

も
予
測
よ
り
少
な
か
っ
た
。

　
討
論
は
な
く
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　 

委
員　

駅
前
の
放
置
自
転
車
対
策

と
し
て
効
果
の
あ
る
条
例
改
正
と
す

る
た
め
の
具
体
策
は
。

　

 

都
市
整
備
部　

駐
輪
場
整
理
に
よ

る
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
美
術
館
下

の
駐
輪
場
へ
の
利
用
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
条
例
改
正
に
よ
る
罰
則
変

更
の
周
知
な
ど
を
行
う
。

　
討
論
は
な
く
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

  
委
員　

指
定
管
理
者
と
複
数
年
で

契
約
す
る
意
義
は
。

  

生
活
環
境
部　

今
回
選
定
さ
れ
た

福
祉
事
業
団
は
自
主
文
化
事
業
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
継
続
性
を
担
保
す

　 

委
員　

介
護
給
付
が
こ
の
１
年
で

10
％
伸
び
て
い
る
が
、
今
後
の
見
込

は
。

　

 

健
康
福
祉
部　

今
年
度
の
伸
び
率

は
特
別
に
大
き
か
っ
た
。
昨
年
度
は

高
齢
者
人
口
の
伸
び
率
と
同
じ
１
％

程
度
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
次
年
度
以

降
も
高
齢
者
人
口
の
伸
び
率
と
同
程

度
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　 

委
員　

城
辰
保
育
所
の
建
て
替
え

で
、
規
模
を
現
在
の
１
１
０
人
か
ら

１
４
０
人
へ
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る

Ａ

Ｑ

の
か
。

　

 

こ
ど
も
未
来
部　

南
部
地
区
の
保

育
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

■
反
対
意
見

　

10
億
円
で
１
４
０
人
規
模
の
園
舎

を
新
築
す
る
よ
り
、
工
事
を
精
査

し
、
ほ
か
の
保
育
施
設
の
改
修
を
行

う
ほ
う
が
待
機
児
童
解
消
に
繋
が
る

と
考
え
る
の
で
反
対
す
る
。

■
賛
成
意
見

　

南
中
学
校
区
で
私
的
待
機
児
童
が

発
生
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
本
保

育
施
設
の
建
設
は
必
要
で
あ
る
。
工

事
費
も
安
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
承
認
、
請
願
は
採
択

と
し
ま
し
た
。

Ａ ＱＡ Ｑ

城
辰
保
育
所
園
舎

新
築
関
係
議
案

討論

【連絡先】
丸亀市議会事務局
TEL 24-8828
丸亀市大手町2-3-1

メールアドレス
gikai@city.marugame.lg.jp

議
会
に
関
す
る
意
見･

感
想
を
募
集
し
ま
す
。

る
た
め
に
も
複
数
年
の
契
約
が
妥
当

と
思
わ
れ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
を
承
認
し
ま
し
た
。
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